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研究内容の概要：  歩調の 0.5 倍成分に着目して、片麻痺患者の歩行特性

を定量的に評価する手法を開発しました。この開発によ
り，患者さん自身も数値として歩行リハビリテーションの
効果をしっかり把握できるようになりました。 

 

  

 

歩調とは 1 秒間に歩く歩数のことで，たとえば，1 秒間の歩数が 2 歩なら歩調（1 倍成分）は 2歩/秒と

なります．これに対して，歩調の 0.5 倍成分は 2 歩/秒×0.5=1 歩/秒となりますが，この成分は健常者

の歩行ではほとんど観測されません．一方，片麻痺患者の歩行では，非常に大きな成分として観測され，

その程度によって歩行の改善度を定量的に診断することが可能になりました． 
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特
長
／
効
果 

 下肢の片麻痺に対して、主観に頼っていたステージの判断を定量的

に数値化することが可能 

 簡便な計測手法で操作も簡単 

 医療機器の低コスト化も実現可能 

 
利
用
／
用
途 

 リハビリテーション医療（脳卒中片麻痺患者のリハビリテーション） 

 美容・健康分野（一流モデルの歩行評価；理想的な歩き方評価） 

 科学的な分析に基づく靴の評価（歩行特性から見た靴かかと部のへ

り方；歩行にやさしい理想の靴） など 

 

歩調の 0.5倍成分に着目した片麻痺歩行の定量的評価手法 
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健常者と片麻痺患者の相違点 歩調の0.5倍成分 
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片麻痺患者の周波数分析結果 

（大きな 0.5 倍成分が現れている） 

健常者の周波数分析結果 

（0.5 倍成分はほとんど現れない） 
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